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含泥率 増

物理

支持力 弱

CODsed 増

有機物 増

勾配
(地盤高)

地形

高潮帯からの流れ込み

雨

生物の棲み分け

外からの流出入

潮汐

干出時間の違い 底質の違い塩
生
植
物 固 柔長 短

生物種 増
ハクセンシオマネキ
シオマネキ
コメツキ

ヤマトオサガニアシハラ

堆積・浸食

生物が棲み分かれるまでの生態系発達機構生物が棲み分かれるまでの生態系発達機構 昨年度の成果～野鳥の池の物質循環～
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注)単位は(mg/l).ただし、植物プランクトンの単位のみ(μg/l).

昨年度の成果～生態系モデル～
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596.78

溶存態無機栄養塩
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植物プランクトン

596.78

溶存態無機栄養塩

(DIP,DIN)

増殖
901.39

呼吸
24.06 

枯死

沈降

37.46 

122.64 

泥中

非生物態有機物

COD,ON,OP

分解

沈降

DO 生産
3.13

消費
0.08

消費

消費

再曝気

溶出

細胞外分泌
120.46

(7.70,126.96)(0.21,3.39)

□内は現存量(mg/m3/day).赤字の値は植物プランクトンの変化量(mg/m3/day).
青字をDOの変化(mg/l/day). (,)内は(DIP,DIN)の変化量(μmol/l/day).

①野鳥の池 ②亜潮間帯なし ①野鳥の池 ②亜潮間帯なし
増殖 901.39 302.20 摂取 7.70 2.58
枯死 37.46 2.18 呼吸 0.21 0.02
沈降 122.64 5.45 摂取 126.96 42.56
呼吸 24.06 2.20 呼吸 3.39 0.31

細胞外分泌 120.46 40.29 生産 3.13 1.05
捕食 ― ― 消費 0.08 0.01

植物プランクトン 

DIP

DIN

DO

循環量の増加

生産量の増加

①亜潮間帯を持つ干潟(野鳥の池)

海面・干潟面から大気へのCO2フラックスの日変化

Emission

Absorption
CO2フラックス（日積算値）の季節変化

干潟環境観測塔
(自動気象観測システム)

観測対象地点: 熊本港北
側干潟域 超音波風速温度計と赤

外線式H2O/CＯ2アナラ

イザによる乱流観測

日変化規模(短期)から季節変動規模（中期）のCO2収支の
変動を直接観測により解明 => 年々変動への展開

日変化規模(短期)から季節変動規模（中期）のCO2収支の
変動を直接観測により解明 => 年々変動への展開

Absorption

Emission

(ii)乱流渦相関法による大気側への熱・物質輸送の直接観測(ii)乱流渦相関法による大気側への熱・物質輸送の直接観測

（国土交通省九州地方整備局熊本港湾空港工事事務所の共同研
究）

●干潟走行機を開発、これの「耕耘」及び「耕耘＋Air混入」による
改善効果を期待

1）酸素の供給， 2）浄化能力のある生物の促進， 3）太陽による
自然消毒

●平成14年9月より、熊本港大橋南側干潟で調査

●調査項目：底質分析、間隙水分析、水質分析、底生生物調査など

写真：耕耘の全景

写真：耕耘＋鋤

干潟耕耘（国土交通省との共同研究） 実験場所実験場所の位置・調査区の概要の位置・調査区の概要

有有
明明
海海

調査区域調査区域

比較区比較区

耕耘区耕耘区

試験地（熊本港大橋より撮影）試験地（熊本港大橋より撮影）

P

25ｍ

50ｍ

耕耘区

比較区

50ｍ

50ｍ

水質調査地点
底質調査地点

（微生物は底質試料を使用）

底生生物調査地点
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耕耘作業状況

泥深30cmまでを３日間連続で一日に南北方向２回、東西方向２回まんべんなく耕耘を実施。
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個体数の変化個体数の変化

●●底生生物調査結果から、種類、個体数が耕耘底生生物調査結果から、種類、個体数が耕耘11ヶ月後に比ヶ月後に比
較区よりも多くなり、較区よりも多くなり、22ヶ月後も持続することが明らかとなった。ヶ月後も持続することが明らかとなった。

動物門別に見ると、耕耘後にゴカイなどの環形動物種、個動物門別に見ると、耕耘後にゴカイなどの環形動物種、個
体数が減り、ヤマトオサガニなどの節足動物やムシロガイな体数が減り、ヤマトオサガニなどの節足動物やムシロガイな
どの軟体動物種、個体数が増えた。また、底生生物の巣穴は、どの軟体動物種、個体数が増えた。また、底生生物の巣穴は、
耕耘後に破壊されて無くなり、一時的に生物が少ない状態に耕耘後に破壊されて無くなり、一時的に生物が少ない状態に
なるが、なるが、22週間後から増え始め、週間後から増え始め、11ヶ月後には比較区よりも増ヶ月後には比較区よりも増
え、え、22ヶ月後も持続した。ヶ月後も持続した。
●●底質底質CODCODが耕耘直後に減少し、耕耘が耕耘直後に減少し、耕耘22週間後には耕耘前週間後には耕耘前
の値に近づいたものの、の値に近づいたものの、11ヶ月後には再度減少し、耕耘前よヶ月後には再度減少し、耕耘前よ

りも低い値が維持された。耕耘直後の減少は、耕耘によってりも低い値が維持された。耕耘直後の減少は、耕耘によって
有機物や被酸化性物質が減少したためで、有機物や被酸化性物質が減少したためで、11ヶ月後に再度減ヶ月後に再度減

少したのは、底生生物の巣穴の増加がみられた時期と重な少したのは、底生生物の巣穴の増加がみられた時期と重な
る事から、底生生物の活動によるものと考えられる。る事から、底生生物の活動によるものと考えられる。
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干潟干潟耕耘耕耘の効果（含泥率９５％の干出する干潟）の効果（含泥率９５％の干出する干潟）

耕耘試験サイト底質の細菌の変遷
（16S rRNA遺伝子を標的としたPCR-DGGE解析)
7月27日 8月13日 8月16日 8月27日 9月10日

変
性
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耕耘区(K) 耕耘区(K) 耕耘区(K) 耕耘区(K) 耕耘区(K)比較区(H) 比較区(H) 比較区(H) 比較区(H)

Band 1

Band 2

Band 3

Band 4
Band 5
Band 6

Band 7

○耕耘直後(8月13日耕耘区）とそれ以外のサンプルの間でバンドパターンに差が見られた。
→耕耘により細菌叢は一時的に大きく変化するが、数日で元に戻る。
○深さによるバンドパターンの明瞭な違いは認められなかった。
→表層から地下22 cmまでの細菌叢には、ほとんど差がない。

Table.1 耕耘サンプルのSO4
2-

サンプル名 SO4
2-
(mg/l)

K･上 7/27 1370.45
K･中 7/27 1247.11
K･下 7/27 916.16
H･上 7/27 1308.78
H･中 7/27 1119.66
H･下 7/27 796.93
K･上 8/13 1121.72
K･中 8/13 1187.50
K･下 8/13 983.99
K･上 8/16 1323.17
K･中 8/16 889.44
K･下 8/16 706.49
H･上 8/16 1495.84
H･中 8/16 1134.05
H･下 8/16 1014.83
K･上 8/27 1621.23
K･中 8/27 940.83
K･下 8/27 784.60
H･上 8/27 1487.62
H･中 8/27 1203.94
H･下 8/27 768.16

耕
耘

好気性細菌による好気呼吸
(Staphylococcus, Bacillus, Actinobacteria)

O2(電子受容体)

有機物（電子供与体)H2O, CO2

耕耘試験による底泥中の微生物群集
の変化および代謝機能の推定

Thiobacillus（好気）, Allochromatium（好気）

硫酸塩還元細菌（嫌気）

SO4
2-(電子受容体)

（電子供与体）

H2S, S2O3
2-, S0

Allochromatium（嫌気）

有機酸（電子供与体）

O2(電子受容体)

Thiobacillus（嫌気）

SO4
2-(電子受容体) NO3

-, NO2
-

(電子受容体)

CO2（炭素源）

光エネルギー

N2

同化

 

八代海のゴミ
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平成 17年度 
 

環境整備船「海輝」年次報告書（案） 

－有明海・八代海の海域環境調査結果－ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

平成 18年 10 月 

 
 
 
 

国土交通省九州地方整備局 

熊本港湾・空港整備事務所 

4．底質環境の変動要因分析に基づく改善技術の開発と実証
⑤ファイトレメディエーションによる堆積物中の有害物質除去技術

Ⅰ 現地実証試験
１）なぎさ線の回復（熊本新港）：海岸線の人工化への対策
２）人工巣穴：底質悪化対策（微生物活性）
３）押さえ盛砂工法：環境に配慮した海岸防災堤防
４）潟湖干潟の創成：人工干潟の創成と干潟機能評価（物質と熱収支）

Ⅱ 熊本県における再生方策の検討

Ⅲ 沿岸域の環境と防災の調和

熊本県有明海・八代海干潟等沿岸海域
再生検討委員会

学識者１０名、県民代表１名
漁業関係者１名 計１２名

平成16年8月～平成17年3月
（11回の委員会と6回の意見交換会）

・有明海・八代海の現状と変遷

・有明海・八代海の地域特性と課題

・文献・資料調査

・漁業者聞き取り調査

・地域住民アンケート調査

・現地調査

課題の抽出
ケーススタディー地区意見交換会

荒尾・松尾・川口

八代海北部・芦北・御所浦
基本理念・基本方針の整理

望ましい姿、再生方策の考え方
委員アンケート

再生に関する既往事例

再生・保全計画、具体的な施行事例

具体的な取組み事例

具体的再生方策の抽出

既往事例、継続事業、調査・研究・実証等

有明海・八代海干潟等沿岸海域の再
生のあり方（提言）

上記の基本理念に基づく干潟等沿岸海域の再生・保全に向けた基本
方針は、次のとおりとする。
①漁業対象の生き物を含む多様で豊かな生態系の回復・維持
②「山」・「川」・「海」の連続性と、「保全」・「利用」・「防災
」の調和についての配慮
③再生・保全の主体となる関係者間の相互の「理解」と「合意形成」
及び積極的参加

【基本方針】

干潟等沿岸海域において、歴史的変遷、自然的・社会的条件、現
状の課題等といった地域特性と、有明海・八代海それぞれの海域全
体の調和を踏まえた「望ましい姿」を念頭に置きながら、県、市町
村、漁業者、地域住民をはじめとする県民、国、関係県が連携・協
力し、有明海・八代海を「豊かな海」として再生し、後代の国民に
継承する。

【基本理念】

【基本理念と基本方針】
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地域の主体

地域住民・漁業者・自治体

「望ましい姿」

各地域毎の「目標像」を描く

歴史的変遷

地域が抱える課題

自然的・社会的条件

合意形成 その他

荒尾干潟の現状について（各種調査結果）荒尾干潟の現状について（各種調査結果）

1.現在の沿岸域の状況
（荒尾市蔵満）

①

①

②

② ③

 

荒尾市蔵満 

32°57.333′ 
130°26.017′ 

②

①

③

撮影位置満潮時 人工海岸

干潮時

満潮時

後背地 管理用道路・松林干潮時

2.航空写真による海岸線の変遷

北部の三池港付近で昭和22
年から昭和49年にかけて大き
な埋立てが行われた。
（図中の○印）

昭和22年

昭和49年

平成4年

出典：昭和22年、米軍撮影写真、国土地理院
昭和49年、「国土情報ウェブマッピングシステム」、http://w3land.mlit.go.jp/WebGIS/
平成4年、航空写真 熊本沿岸海域」、平成4年3月～5月撮影、熊本県資料

3.底質の変遷

種類 泥 砂

砂 5%以下 95%以上

泥質砂 5-25% 95-75%

極砂質泥 25-50% 75-50%

砂質泥 50-90% 50-10%

泥土 90%以上 10%以下

柱状採泥結果は目視観察による

泥分が25～50％の砂質泥が広範囲にわたり卓越
・表層は砂が卓越している
・北部では礫がやや多く、南部では泥分が多い傾向

出典)熊本有明海北部地区漁場環境保全創造業務、平成16年6月、熊本県資料出典)大正14年度 熊本県水産試験場業務功程報告

大正14年 平成16年

（参考資料）荒尾干潟における澪筋・洲・底生生物出現状況

出典）「荒尾市史」：平成12年3月、荒尾市史編集委員会、荒尾市

澪筋・洲の状況 底生生物出現状況

※オオシャミセンガイの確認も記載されている

4.漁獲高の変遷（アサリ・クルマエビ）

クルマエビ生産量（ｔ）
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アサリ生産量（ｔ）
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荒尾

牛水

出典：荒尾市役所 農林水産課 資料

・アサリは1994年以降、生産量が低水準で推移している

・クルマエビの生産量は増減が激しい
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（参考資料）荒尾地区（有明北部）における聞き取り調査結果

Km

州の形状が変化した
（州が減少している）
（滑石）

流向の変化（滑石）
諫早干拓前

諫早干拓後

ヘドロ化が著しい
（滑石）

ヘドロ化が著しい
（岱明）

6km地点に岩盤があり、藻
場が多少存在している
（岱明）

アサリの漁場
（岸から1km）
（荒尾・牛水）

河川が無いためノリの
色落ちが激しい
（牛水）

ヘドロ化が著しい
（荒尾・牛水）

50

底
質

項目
戦後～昭和40年代 昭和50～60年代 平成に入ってから

最近
（30年以上前） （15～30年前） （数年前～15年前）

藻
場

水
質

魚
類

貝
類
・
エ
ビ
類

の
り

のりが取れないのは、台風・大雨による淡水被害も大き
な影響である。また、気候の変化も大きな原因となって
いる。（冬季の雨、気温の上昇など）(海路口)

のりは昭和28年から赤ぐされが出始めた。それま
では、はっておけば取れる状態であった(海路口)

昭和60年代から平成2年までは, 干潟                   にまったく何もいない状態であった。まさに死の
海であった. (松尾、川口、海路口、河内)

 昭和30年代から農薬が始まってタイラギは沖合にたつとこ
ろが無く，干潟にアサリとまじってたつようになった(松尾)

昔は200人ほどいた漁師も、今では6人となっている。みん
なが声をそろえて言うのは、ノリの酸処理の影響が大きいこ
とであり、何とかならないのか(小島)

昔はｸﾙﾏｴﾋﾞを主に獲っていた(河内、小島)

 藻類はオゴノリが多少存在しているだけであり、アマモは見られない。一昨年は
オゴノリが良く獲れた。平成に入ってから良く獲れるようになっている(海路口)

ｸﾙﾏｴﾋﾞも以前（子供の頃）は岸壁から取れていた(河内)

 昭和30年頃は、堤防沿いだけではなく干
潟全体で貝が取れていた(海路口)

タイラギは岸寄りで少し取れているが、
商売になるほどではない(河内)

アサリは、覆砂を行った後、10年ほど
してやっと増えだしている(河内)

 戦後（昭和20～30年頃）は堤防からハマ
グリが良く獲れていた(海路口)

平成に入ってからは、マナガタやﾋﾗﾒもわ
ずかではあるが獲れている(小島)

　　　　　　　　　　　：良い、あるいは良くなった項目
　
　　　　　　　　　　　：悪い、あるいは悪くなった項目

アサリは、昭和28年の熊本大洪水
から急速に獲れるようになった

緑川の水質は、昭和60年頃にはすでに濁っていた(海路口)

干潟も水質と同様に昭和60年頃には非
常に悪くなっていた(海路口)

                       一番悪くなったところは堤防から数百ｍのところであり、
                        ヘドロが大量にたまっている(海路口)

全体的に底質のヘドロ化がひどい。これも酸処
理の影響が大きいと思う(小島)

10年前から全体的に悪化しており、ノリ養殖の酸処理の
影響が非常に大きい。何とかしてもらいたい(小島)

 約20年前頃からヘドロが発生しており、この頃から
アサリが取れなくなった(河内)

最近は堤防沿いは大量のヘドロがたまっており、歩く
こともできない(海路口)

覆砂、作澪は応急処置である。根本的な
改善が必要である(松尾)

2部会では、坪井川の河口部の底質の状況が最も悪い(松尾)

最も取り組んでもらいたいのは干潟の改善である。ヘ
ドロの除去に取り組んでもらいたい(松尾)

昭和30～40年ごろは、1～2ｋｍほど干潟を歩くことができた(海路口)

一番の問題は底質のヘドロ化である。アサリが
つくところはきれいは砂である(河内)

去年はアサリ・ハマグリが良く獲れた。今年は
ボチボチである(海路口)

今ではｽｽﾞｷなどが主な魚種である(小島)

毎年5月からクルマエビ漁をはじめるが、まったく取れ
ないため採算が合わない。所得に結びつかない(河内)

緑川ダムができてからは、アサリの漁場が1kmほど沖合いに移動し
た。現在は沖合部（800～1000ｍ）も取れなくなっている(川口)

今は船を使って沖合いで行うしかない(海路口)

昭和30年ごろは、アサリが一日で船で2杯ぐら
い獲れていた(海路口)

漁業者が乱獲をおこなったために環境破壊になった．組合，
漁業者の意識改革が必要である(松尾)

ムツゴロウ，トビハゼは昭和30年頃から減少した(松尾)

のりの養殖の酸処理は、沖合いでは行っているが、沿岸部では行っていない(海路口)

のりは、4年に一度取れない時期が来るようである。オリン
ピック年に取れないことが多い(海路口)

ダムができるまでは、雪解け水が海に流れてお
り、これがのりには非常に良かった(海路口)

凡例

30年前までは緑川の水が澄んでおり、飲料水と
して利用していた(海路口)

水質はここ数年は良くなってきていると感じる(海路口、松尾)

冬場の赤潮はこれまで考えられなかった。秋のノリは
これでやられている(河内)

現在ゴミはかなり増えている。雨が降ればゴミが固まって流れてく
る。その量は相当なものである(海路口、河内、松尾)

昭和40年中旬には減少し始めた(川口)
今では2人で10～15kg獲れればいいほうである(海路口)

 昭和30～40年ごろは歩いて漁ができた(海路口)

年代

項
目

【沿岸漁業者への聞き取り年表（有明海）】

・海岸における湧水の減少
・干潟等地形の平坦化および干潟面の低下
・海岸の人工構造物による潮流の変化で底質が悪化
・流速が弱まり、エゴの高低差が無くなり、流れが停滞化
・総リンの環境基準超過
・透明度上昇
・底質の泥化（三池港周辺）
・珪藻赤潮とノリとの栄養摂取の競合関係の十分な検討
・荒尾干潟での生物激減の原因の特定
・地元が参加できる調査の不足
・アサリ・タイラギ・エビ等の漁獲量激減
・ノリ養殖に対する漁業者の理解（栄養塩減少とノリ生産量など）
・陸域からのゴミの流入

荒尾地区の課題（抜粋）

荒尾地区の課題

資料収集整理結果、聞き取り・アンケート調査結果などの調査に加え、
意見交換会を実施することにより「課題」について整理した。

○漁業では、アサリ、タイラギ、エビ漁等が適切な資源管理のもと
で、持続的に行われている。

○海岸環境では、「保全」、「利用」、「防災」の調和が図られて
おり、多様で豊かな生態系と人間の営みが共存している。

○干潟にある洲やエゴ、防風、防潮のための松林等、地元の人にと
って親しみのある海岸風景が残されている。

○カニ、アナジャコ等の底生生物やシギ、チドリ等の鳥類等、様々
な生物が多く生息し、市街地と海岸が近いこともあって潮干狩り
や自然観察など、地元の人が海を楽しんだり、海で環境学習を行
う機会が多い地域となっている。

荒尾地区の望ましい姿

荒尾地区の望ましい姿

資料収集整理結果、聞き取り・アンケート調査結果などの調査に加え、
意見交換会を実施することにより「望ましい姿」について整理した。

人工海岸（道路護岸、高潮堤防）前面での「なぎさ線」の回復・創成により、海岸部での地形及び水（淡水
）の連続性を回復・改善することで、生態・植生の連続性の回復・改善を図る。

●「押さえ盛砂」や突堤、潜堤を組み合わせた「なぎさ線」の造成（△）
護岸前面に設置される捨て石を砂や泥で覆うなどし、なぎさ線を造成する。また、必要に
応じて、従来の突堤や潜堤などの工法と組み合わせる。 （農林水産省が実証試験中）

●海岸後背地からの雨水・地下水の湧水策（△）
雨水の集積装置（暗渠、護岸のり面等からの排水穴設置など）と排水網の設置（熊本大学
が実証試験中）

再 生 方 策
[◎：対策を実施中・来年度実施予定。○：対策メニューがあり、実施を検討。△：調査・研究結果を踏まえ、対策を検討]

◆熊本港での干潟なぎさ線の回復技術実証実験
熊本大学では、平成17年度に熊本港の東岸の一角に人工の「干
潟なぎさ線」を造成し、 岸側には塩生植物の植栽を施すとともに、
沖側端には潜堤を設置して土砂の流出防止、地形・生態系の連続
性を確保する。造成後は定期的に、地形変化、底質、水質、生物、
植生など の調査を実施し、比較地点との相違などから干潟なぎさ
線の回復技術の確立および干潟なぎさ線の回復効果を検討する。

(出典)有明海生物生息環境の俯瞰型再生と実証実験シンポジウム資料、2005年11月、熊本大学 NPO法人みらい有明不知火

◆横島干拓地での「押さえ盛砂」や突堤、潜堤を組み合わせた「なぎさ線」の造成
護岸前面に設置される捨石を砂や泥で覆うなどし、なぎさ線を造成する。また、必要に応じて、従来の
突堤や潜堤などの工法と組み 合わせる。（農林水産省が横島干拓地で実証試験中）

具体的再生方策の事例

荒尾地区における再生方策① 「なぎさ線の回復」 荒尾地区における再生方策② 「現存する良好な環境の保全」

沿岸域には、藻場や干潟だけでなく、なぎさや塩性湿地といった重要な場所があり、現状の把握とともに保全策を講じる必

要がある。

●計画段階での環境影響評価（○）
今後予定されている「環境に負の影響を与える開発」について、早期に計画内容を把握し、計画の変更
などの対策を講じる。

●埋立て等の規制・保護地域の指定（○）
埋立て等の規制や保護地域の指定等により、既存の良好な干潟や藻場等の保全を図る必要がある。

再 生 方 策
[◎：対策を実施中・来年度実施予定。○：対策メニューがあり、実施を検討。△：調査・研究結果を踏まえ、対策を検討]

◆開発行為に当たっての配慮
環境影響評価法（平成9年）及び熊本県環境影響評価条例（平成12年）に基づく、環境影響評価に当たり、環境への影
響の回避・低減の検討や必要に応じ適切な代償措置を検討し、地域住民の意見が適切に反映されるよう努める。
熊本県では公有水面の埋め立て等の事業については、熊本県環境影響評価条例の規模要件の引き下げを平成14年度
に実施し、環境配慮システムの周知（市町村や事業者を対象とした勉強会の開催等）や戦略アセスの検討を行っている。

◆保護水面の指定
「保護水面」とは、水産動物が産卵し、稚魚が育成し、あるいは種苗の発生に適している水面で、その保護培養のために
必要な措置を講ずべき水面として都道府県知事又は、農林水産大臣が指定し、管理を行うもので、区域内で水産動植物
の採捕や工事、土砂の採取等が制限される。
本県の有明海沿岸では、玉名郡岱明町高道地先（昭和59年11月15日）で貝類を対象に、八代海沿岸では、八代市（旧
鏡町）文政地先（昭和63年2月20日）で貝類を対象に、天草市（旧牛深市）深海地先（昭和55年7月7日）で魚類を対象に
保護水面の指定を受けている。

具体的再生方策の事例
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荒尾地区における再生方策③ 「多様な干潟地形の保全・回復」

■干潟域での海水の停滞化の解消
※従来、荒尾干潟では、エゴと洲の高低差があり、エゴを通じての海水の入退潮が活発に行われ、干潟上での流動（循
環）が生じて流れの停滞が生じ難かった。その後、外的要因の変化（台風の襲来、大出水、海岸構造物等（埋立・海岸
の人工化・防波堤）の設置、地下水位の低下（出水・湧水量の低下）、あるいは潮流の変化等を要因とする地形変化に
より、エゴと洲の高低差がなくなり、地形が平坦化すると、流動が平均化され干潟上での流れが停滞（流れの強弱（エ
ネルギーの高低差）がなくなり平均化した流動となっていると考えられる。（以前は、干潟の沖側では流れが速く、昼間
でもクルマエビの漁が可能であったほど、濁りが強かったとの指摘もある。）

●作澪、覆砂、底泥除去（◎）
●事前調査や事後のモニタリング（△）

■荒尾干潟での底生生物の減少原因の究明（△）
※文献等から荒尾干潟において過去に底生生物が減少したとの情報がある。一方で、1992年以降、個体数では、ほぼ
一定、種類数では経年的に増加傾向との報告もある。また、市史には、2000年にも激減したとの記載がある。
原因究明には、陸域からの影響も含め過去からの変遷や関連する要因などの把握も必要。

再 生 方 策
[◎：対策を実施中・来年度実施予定。○：対策メニューがあり、実施を検討。△：調査・研究結果を踏まえ、対策を検討]

◆熊本有明海地区（熊本有明海北部漁場）漁場環境保全創造事業
作澪により、干潟域での流況の回復を図る。また、作澪で生じた砂は覆砂として活用する（平成16年度から熊本県が実

施中）。事前の基礎調査は終了。

具体的再生方策の事例

施策の総合的推進
再生には長い年月を要し、複数の環境要因が複雑に絡み合っており、総合的観点から対策を立て
ていくことと併せて、過去数十年にわたる環境への負荷の累積が現状の悪化を招いていることを理
解し、長期的視点に立った取組みを進める必要がある。
このようなことから、施策の効果や環境に与える影響を評価しながら、多面的に施策を進めるため、
施策の総合的な調整及び検討を行うべきである。

ケーススタディー地区のフォローアップ
地域において具体的な取組みを進めていくに当たっては、地域における「望ましい姿」や「役割分
担」等についての地域住民の合意形成が重要となるため、有明海・八代海両海域のケーススタ
ディー地区において、市町村、関係団体と連携して地元での意見交換会の実施など、フォローアップ
を行う必要がある。

県民意識の醸成

地域住民、漁業者、自治体など地域を巻き込む幅広い住民参加の中で、できるだけ広くコンセン
サスを得て、具体的アクションに結びつけるため、“有明海・八代海はみんなの財産、みんなで大切
にする”という意識の醸成に努める必要がある。

関係機関の連携

国、県、大学等の諸調査・研究の成果や今後取りまとめられる有明海・八代海総合調査評価委員
会の報告等を踏まえながら、様々な主体の連携のもとで再生方策を推進する必要がある。

今後の取組みに向けて ～提言をどう生かすべきか～

地域住民への説明会地域住民への説明会

Ⅰ 現地実証試験
１）なぎさ線の回復（熊本新港）：海岸線の人工化への対策
２）人工巣穴：底質悪化対策（微生物活性）
３）押さえ盛砂工法：環境に配慮した海岸防災堤防
４）潟湖干潟の創成：人工干潟の創成と干潟機能評価（物質と熱収支）

Ⅱ 熊本県における再生方策の検討

Ⅲ 沿岸域の環境と防災の調和

防波堤

和田船溜
仲西船溜

山須船溜

国道266号線

越水

越水

写真ｰ3 松合地区浸水

1999年9月

不知火海高潮災害

1999年9月

不知火海高潮災害

災害の頻発化＋巨大化

災害の進化

災害の複合化

複合ハザードマップ作成の必要性
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永尾海岸の高潮対策護岸道路工事と生態環境

見えない堤防

高い護岸

「干拓地における防災・利用と調和した景観形成
あり方検討調査」 農水省＋国土交通省
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L=1,315m

災害に強く、環境と調和した
美しい地域社会づくり

地域連携会議を設置、滝川教授が提唱中

○平成10年8月～
八代海の北部沿岸都市の１市9町（八代市，千丁町，鏡町，竜北町
小川町，松橋町，不知火町，三角町，大矢野町，松島町）の地域
自治体が一体となり，“八代海を介した地域政策としての環境保全
海辺空間の確保，秩序ある海域利用に取り組み，併せて沿岸域の一
体的な発展を図ること”を目的に連携。

○平成17年度～
町村合併により３市１町（八代市・氷川町・宇城市・上天草市）の体制

地域連携

八代海北部沿岸都市地域連携構想
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陸域側における汚染防止戦略と地域活性化戦略の構築陸域側における汚染防止戦略と地域活性化戦略の構築

図.２－２ 沿岸域・流域圏の範囲

関心のある事項（％）

5.3 7.1 1.2 4.7 0.6
8.9 11.2

6.5 7.7 5.9

27.8
29.6

19.5 20.1
6.5

13.0
21.9

13.6 12.4

4.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

財政 合併 環境 高齢化 雇用

事項

（％）

有明沿岸

有明流域

八代沿岸

八代流域

１－４．現在の行政運営で一番関心
のある事項をご記入ください。

一番関心のある事項（複数回答）の上位５項
目は、「合併」（ 69.8％）、「財政」
（55.0％）、「少子高齢化」（45.0％）、
「環境」（40.8％）、「雇用」（17.2％）と
なっており、意識の高まりの割に「環境」へ
の関心は低い位置にとどまっている。
圏域別では、有明海沿岸域において「環境」
が第２位であり、「環境」への関心が高い。

有明海沿岸域と八代海沿岸域で大きな差異
がみられる。八代海沿岸域では、「交流があ
る」が55.6％と高い。

２－２．（沿岸）有明海もし
くは八代海をはさんで対岸の
市町村との交流はありますか。

①交流がある。
②交流はない。

32.9

55.6

21.2

65.8

44.4

76.9

1.3

0.0

1.9

0% 50% 100%

合計

八代沿岸

有明沿岸

地域

百分率

1

2

非回答

２－２．（流域）有明海もし
くは八代海に流入する同じ河
川の流域内の他の市町村との
交流はありますか。

①交流がある。
②交流はない。

これも、有明海流域圏と八代海流域圏で大
きな差異がみられる。有明海流域圏では、
「交流がある」が46.1％と高い。

38.9

0.0

46.1

57.8

92.9

51.3

3.3

7.1

2.6

0% 50% 100%

合計

八代流域

有明流域

地域

百分率

1

2
非回答

図.４－１ ランドサット衛星写真 図.４－２ ＧＩＳデータによる地勢状況
（垂直距離は水平距離の５倍）

標高1,000m
のライン

標高600m
のライン

問８．前問で「①賛成する。」とされた方に
おたずねします。月に１人当たりいくらが妥
当と考えますか？
①100円程度／月
②250円程度／月
③500円程度／月
④750円程度／月
⑤1,000円程度／月
⑥1,500円程度／月
⑦2,000円程度／月
⑧これら以外（回答ハガキに具体的にご記入

下さい。）

月に「100円程度」が43.8％、「500円程
度」が27.0％、「250円程度」が14.2％であ
り、月額500円のあたりに限界値があるよう
に判断できる。

月に１人いくらが妥当と考えますか

101

30
62

1 17 1 1
29

0

100

200

300

400

①． ②． ③． ④． ⑤． ⑥． ⑦． ⑧．

個数

・15年度実施の白川流域８市町村におけるアンケー
ト調査によれば、有明海・八代海の環境保全のた支
出してもよいとする金額は、年1,200～6,000円であ
るが、16年度アンケート調査結果から判断できるよう
に、支出するだけという施策に抵抗感がある支出するだけという施策に抵抗感があると考られ
る。したがって、地域通貨を給付することによって、そ
の抵抗感を緩和するとともに、上記イとロの機能を発

揮させることが得策であると考えられる。

 
 
 
 

[ 経済特区 ] 
 

 
・地産地消の促進 
・沿岸域・流域圏の地域間人的交流の促進
・農業・漁業・林業の基盤強化 
・有明海・八代海の観光開発促進 
・干潟環境教育の促進 

        

地域活性化事業の 
トータル・マネジメント 

有明海・八代海の環境再生に向けたスキーム（案） 

世帯・事業所 

有明海・八代海 
地域環境創造

PPP 

地域活性化 

関連事業主体 

国・県・市町村 

の機関 

④ 財・ｻｰﾋﾞｽ 

③ 地域通貨 

② 地域通貨 ① 環境再生 
協 力 金 

⑥ 財・ｻｰﾋﾞｽ ⑤ 地域通貨 

⑧ 地域通貨 

⑨法定通貨 

⑩ 有明海・八代海環境再生税 

⑪ 財政 
支援 

 
 
 
・直接的浄化方法の研究及び実施 
・下水道等未整備地域への事業支援 
・農業・漁業の環境負荷低減事業支援 
・森林育成事業支援 
・水質モニター 
・国内・国際情報発信 
・学術的イベントの開催 
・環境再生ファンド事業の展開 

環境再生事業の 
トータル・マネジメント 

地域通貨市場 
における経済活動 

施策の方向 

法定 通貨 

地域 通貨 

財･ｻｰﾋﾞｽ 

⑫ ⑦ 

九州地図

写真 松合地区の被災状況

①有明・八代海環境悪化の要因分析
と再生への方策

②海象災害（不知火海高潮災害）

～防災から減災へ～

③災害に強く自然と調和した

地域社会づくり

環境創造
環境創造：
開発等によってダメージ
を受けた，あるいは受ける
であろう環境を修復・復元
し、さらにプラスの効果を
期待できるような環境をつ
くり出すこと。

 

危機管理 

有明・八代海沿岸域の 
 環 境 創 造 

・沿岸海域の現状把握と問題点の整理 
・均衡と総合的取り組み 
・将来計画（将来像に基づくゾーニング）

・調和とバランス 

   安全・防災 
・ 波浪・高潮災害 
・ 堤防の老朽化 
・ 干潟の発達と内水排除 

湛水被害 
・ 温暖化に伴う海面上昇 
・ 地盤沈下 
・ 浮遊ゴミ 
など 

自然・生態環境 
・干潟の減少と浄化能の低下 
・水質・底質の悪化 
・藻場・砂浜の減少 
・景観・生物種・魚種の変化と 
豊かさの低下 など 

・赤潮の多発・貧酸素水塊の発生 
など 
 

開発・利用 ○地域の個性 

○漁獲・採貝量など水産資源の減少 
○漁港・航路の埋没 ○廃棄物処理 
○観光資源としての価値 ○交通網 
○過疎化、人口・経済力の格差   など 

テーマテーマ

・環境回復・維持

（有明・八代再生）

・防災・減災
（ハードとソフト）

・環境と防災
（防護・環境・利用・・景観）

・複合型災害
（高潮・洪水・地震）


